
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 1 1 2 1 1 0 0 2 2 2 2 1 0
7 * 0 2 1 4 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
22 * 0 0 9 15 3 3 2 3 11 14 3 2 1 5
26 * 0 0 1 5 0 0 2 1 2 3 2 0 1 0
77 * 2 4 7 9 2 2 1 1 1 2 1 1 2 0
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 1 0 3 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
10 0 0 1 1 4 0 0 2 1 3 4 1 2 4 0
16 0 0 1 4 5 1 2 1 1 1 2 3 0 0 0
24 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
33 0 0 0 1 2 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0
41 0 0 0 2 5 1 2 0 1 1 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 1 4 7 0 0 4 0 6 6 2 7 0 0
2 * 0 0 8 18 1 1 4 3 1 4 1 1 0 0
15 * 0 0 2 7 0 0 3 1 3 4 5 3 2 1
16 * 1 3 1 7 0 0 0 2 2 4 1 0 2 0
28 * 0 1 4 10 0 0 1 2 2 4 3 1 1 0
14 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 2 1 0 0
17 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0
29 0 0 3 0 3 2 2 1 1 2 3 0 0 0 1
31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
53 0 0 3 2 5 0 0 0 2 0 2 2 0 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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Team / Coach: 尾前　光昭 -
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東 拓哉 2 6

26
山本 晃佑 8

荒谷 優斗

29

4 13

川武 雅貴 2 9
薮内 悠貴 0 4

40

田野 司 8 32

ST MINTO AS

高山 竜之介 0

岩附 孝興 5
谷口 淳 4
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石川 賢太 17 34

6

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 禿　正信
合　　　計 71
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RATE 27.3% 49.1% 80.0%
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甲斐 侑 2 16

木田 晶久 22 30
伊良部 勝志

-

橋本 尚明 9 20

保花 広樹 0 10
宍戸 大輝 0 1

1
藤田 俊祐 2 5
嘉陽 宗平 5 19

0 1

シェリフ ソウ 21 35

戸梶 智康 3

野呂 俊大 2 17

松本 祥平 2 19

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

大橋 優太 3 23

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.09.16
近畿大学開始時間 13:20

会　　場 立命館大学体育館

近畿大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点５ 勝ち点５試 合 ＮＯ128

71 50

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
関西リーグ6日目、１回生ながら現在得点、リバウンドランキング1位のシェリフが率いる近畿大学と、現在全勝の同志
社大学の注目カードとなった。試合開始序盤から近畿大のリバウンドが目立ち、インサイド中心に次々と得点を重ね
てリードを得る。対する同志社は、機動力のあるオフェンスでなんとか食らいつくような状態で前半を折り返す。後半
に入り、追い上げたい同志社だが、近畿大の高さのあるリバウンドによってリズムを掴むことが出来ず、だんだんと得
点差は広がり、リバウンド力のある近畿大に軍配が上がった。第1ピリオド開始早々、近畿大#22シェリフのバスケット
カウント、ブロックショットが次々に炸裂する。その後、お互い激しいリバウンド争いを繰り広げるが、近畿大#22シェリ
フの高さのあるリバウンドが勝り、近畿大の得点が増える。対する同志社は、華麗なパスワークからの得点や、#2石
川の強さのある1on1からの得点を重ね、18-13で第1ピリオド終了。第2ピリオド、近畿大の気迫のあるディフェンスに
よって、流れを掴む。流れを止めたい同志社は、すかさずタイムアウトを請求。しかし、流れは変わらず、近畿大の得
点が伸びる一方で、同志社がファウルトラブルに陥る。近畿大は、フリースローを確実に決めていき、第2ピリオドを
31-25で近畿大のリードで終了し、前半を折り返す。第3ピリオド、序盤から近畿大#22シェリフのインサイドプレーを中
心としたオフェンスで次々と得点を重ねる。対する同志社も#0田野を中心としたパスワークから得点を重ね、差を縮
められないように食らいつく。ここから両チームの激しいディフェンスが機能し、拮抗状態となる。残り1分、ここで同志
社大が交代で#17東を投入し、終了間際に#17東がブザービートを決めて48-40で第3ピリオドを終了し最終ピリオド
へ突入する。第4ピリオド、同志社大#0田野の得点で始まる。対する近畿大はアウトサイドのプレイヤーの個人技が
光る。近畿大は流れに乗り、#22シェリフ、#16橋本の連続得点で一気に得点差を広げ、ここで同志社は、たまらずタ
イムアウト請求。しかし、同志社は近畿大の機動力あるオフェンスを止められず再びタイムアウトを請求。しかし、健闘
むなしく、71-50で近畿大が同志社大の連勝をストップさせる、大きい勝利を挙げた。
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